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稲成公民館区 人口 及び 世帯数 令和４年２月末現在 

人口3,217人 世帯数1,457世帯 男性1,519人 女性1,698人 

～世界を研ぎ澄ました目で見る～  稲成公民館長 倉谷 修治 

 コロナに振り回されている中で、ＳＦ映画を見ているような錯覚にとらわれたロシアによるウクライナ侵攻。 

 これが21世紀の今、しかも平和の祭典の代表であるパラリンピックの開催直前に始められたのです。罪のない

人々を巻き込むこのような争いは、決して許されるものではなく、あってはならないものだということは誰もが

理解しているはず。両国による停戦交渉は未だ不透明のまま。心が痛いです。 

 ３月11日、東日本大震災から11年という歳月がたちました。しかし、未だに行方不明者が３千人弱、原発事故

により避難されている方が４万人もいます。当時、私は数人で新庄の梅畑を整地していました。確か午後３時ご

ろだったように思います。地面が音を立てて揺れはじめました。妻は、南紀支援学校高等部の卒業式が済んで、

事務所でデスクワークをしていました。何ごとかと思いテレビを付けると、そこに映し出された映像は東日本に

津波が押し寄せ、車や家をことごとく飲み込む映像でありました。 

 そして３月16日。またしても宮城・福島で震度６強の地震が発生しました。一夜明け、明らかになった傷

跡・・・脱線した東北新幹線、仙台城の石垣、屋根が崩れ落ちた民家などなど。さすがに津波による被害はな

かったものの、改めて非常時、有事の対策が必要であるかを考えさせられたできごとでありました。 

 また、和歌山県でも東日本大震災のあった年の９月、南部は「ゲリラ豪雨」に見舞われ、那智勝浦町から熊野

川にいたるまで大きな被害に見舞われました。地球温暖化の影響なのか、雨の降り方も年々脅威を増しているよ

うに見受けられます。「命」さえあれば・・・と言いますが。全てを失った方々の心の内は、はかり知ることが

できません。そして、私たち大人は子どもたちに明るい未来を残していかなければなりません。子どもたちに誇

れる後姿であるために、何をするべきか、考え行動したものです。 

 何が正しくて何が間違っているのか・・・物事を見極める目を養うために。 

 

  大人を信用しないこと。大人たちがすることを丸呑みにしてはいけない。 

  ニュースを鵜呑みにしてはいけない。 

  我々は自由なようで本当は不自由であって限られた情報の中で 

  生きているんだと言うことを忘れずに、公式発表を鵜呑みにせずに 

  本質は何かと鋭く見ていくことが大切なのではないか。 

  われわれ年寄りはいずれ死んでいく。この後始末をしなくちゃいけないのは 

  君たちですから、もうちょっと世界を研ぎすました目で見る目を養っていただきたい。 

                                                （中村 哲 医師の言葉） 

 〇中村 哲  

  1946年福岡県生まれ。アフガニスタンの人々を救う治水活動で貢献され、2019年12月４日凶弾に倒れた。 

  ペシャワール会現地代表。ＰＭＳ（ピース・ジャパン・メディカル・サービス）総院長 



初心者のための 

卒業おめでとうございます❢ 稲成小学校 動鳴気峡 整備作業を行いました（稲成町内会） 

稲成公民館 地域シンポジウムを開催しました❢ 

 稲成町内会では、定期的に動鳴気峡の整備作業を行っています。今回は、３月６日（日）午前８時から、

町内会の各区の区長をはじめ地域の皆様方にご参加いただき、草刈りなどの作業を行いました。 

 事故もなく無事に終了し、美しい景色となりました。ご参加いただきました皆様方、誠にありがとうござ

いました。 

 ３月10日（木）、田辺市民総合センター４階交流

ホールにて「稲成公民館 地域シンポジウム」を開

催いたしました。 

 令和５年度から９年度までの５年間を計画期間と

した「第２次田辺市生涯学習計画後期基本計画」の

策定に向けて、これまでの公民館活動を振り返り、

今後もより良い公民館活動、地域づくりにつなげて

いくため皆様方のご意見をいただく場として開催い

たしました。 

 まず公民館主事から、稲成地域生涯学習計画に基

づく取組の成果と課題について発表し、平成30年度

から令和２年度までの公民館活動を振り返り、活動

の進捗状況や今後の課題について発表しました。 

 次に和歌山大学紀伊半島価値共創基幹Kii-Plus准教授の西川一弘先生から、「次の田辺を共に創る❢～自

治を支える学習～」と題してミニ講演を行っていただき、今後の地方創生の拠点として公民館を更に充実さ

せ、稲成地域らしい自治を進める拠点として機能させていくことが大切であることをお話しいただきまし

た。講演終了後、参加者の皆さんは５つのグループに分かれて「地域の自慢できること」、「地域の課題や

知りたい・調べてみたい地域情報」、「課題を解決するために自分が関われること」、「今後５年間の目標

や課題」についてグループワークを行い、地域について考え感じていることを共有しました。 

【発表の内容（主なもの）】 

❖暮らしやすい（買い物が便利・交通の便が良い）   

❖みんな仲が良い 

❖地域の人材の知識や経験が稲成小学校の授業等で活用されている（学社融合） 

❖農業が盛ん   

❖豊かな自然に恵まれている    

❖指定文化財が多い（高山寺の貝塚など） 

❖地域に若い人が多く残っている 

 ３月23日（水）、稲成小学校で卒業式が行われ６年生25名が卒業しました。おめでとうございます。 

 中学生になっても勉強、クラブ活動に全力で頑張っていただきたいと思います。 

【お祝いの言葉】 

❖ご卒業おめでとうございます。たくさんの思い出が詰まった６年間だったと思います。 

 特にこの２年間は我慢することが多かったですが、前を向いて乗り越えてきた経験は必ずこれ

からに生きてきます。中学生になっても夢と希望を持って自分の道を進んでください。 

                             育友会長 久保 和樹 

❖６年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 保護者の皆さま、お子様のご卒業お祝い申し上げます。 

 この６年間で心身ともにたくましくなり、今年１年間は稲成小学校のリーダーとして全校児童

162名を引っ張ってくれました。25名の卒業生は、仲が良く、一人ひとりがしっかり考え行動で

きる人たちでした。学習に真面目に取組み、行事では団結力とパワーを発揮してくれました。

きっと中学校でも、自分の夢に向かって努力を重ね、多くの仲間たちとともに成長されることと

期待しています。                     校長 柳原 智美 

❖ご卒業おめでとうございます。運動会や学習発表会、修学旅行など１年間の思い出が走馬灯の

ように駆け巡っています。小学校６年間の努力が中学校でも生かされるよう勇往邁進していろん

なことにチャレンジしてください。良い中学校生活が送られるよう心から応援しています。 

                             ６年担任 杉本 泰基 

【卒業生からのメッセージ（一部抜粋）】 

❖６年間何回もお父さん、お母さんに助けられてありがとう。稲成小学校の６年間、

先生、友達（下級生も含めて）みんなに支えられてきました。ありがとうございまし

た。その優しさを胸に中学校でもがんばります。誰に絵も優しく、感謝の気持ちを忘

れない中学生になりたいです。 

 

❖稲成小学校で過ごした６年間、色々なことがありましたが、思い出してみるとすべてが楽しい６年間を過

ごしていました。勉強も頑張ったし、委員会もがんばりました。中学校へ行ったらクラブがあるので、がん

ばって取り組みたいと思います。 

 

❖下級生の皆さんへ、６年になったら一瞬で時間が過ぎるので、「まだ１年ある」ではなく、一日一日を大

切にしてください。僕は、中学生になったら高校に向けて勉強したいです。 

 

❖６年間、いろいろな方に見守っていただき安全に登下校できました。下級生の皆さん、素

晴らしいプレゼントと手紙をありがとうございました。中学生になったら、クラブ活動をが

んばりたいと思います。 

 


